
資料2　事務事業評価（自己評価）結果

基本施策3

目標４

基本戦略８

暮らしを支える安心快適なまちづくり

快適な日常生活が送れるまちをつくる【快適】

市民生活の利便性を向上する



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

％ 100 90 計画 実績

事業費 1,407 5,918

特定財源 0 0

一般財源 1,407 5,918

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

単位 計画（予測） 実績

％ 100 100 計画 実績

事業費 85,402 154,690

特定財源 74,500 142,830

一般財源 10,902 11,860

建設課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

市道馬次下大井線新設工事進捗率

改善の方向性 事業実施の
方向性0530200

市道利用者
　市民生活における利便性、安全性などの向上を図るため、生活道路の
改良を計画的に進める。

安価で経済的な工法を検討し、効率を
上げていく必要がある。

早期に点検を行うことにより、道路の効
率的な維持管理を行っていきたい。

事業名

完了する

道路橋梁新設改
良事業(市道馬次
下大井線)

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

長寿障害福祉課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

改善の方向性 事業実施の
方向性0800500

　公共施設については、今後もバリアフ
リー化に取り組むとともに、心のバリアフ
リーについては家族会の協力の基に、
講演会等の啓発活動の推進に重点的
な取り組みを図る。

事業名

重点的に継
続する

バリアフリー化の
推進事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

所管課

都市計画課

都市計画区域内の住民・
区域内を往来する住民
（通勤・通学者を含む）

当該住民が、都市計画に沿った居住空間等の整備により、快適な生活
環境を確保できるとともに、当該住環境の向上を助成する。事業名

都市計画策定事
業(都市計画道
路・土地利用計
画検討事業)

数値化できない成果
都市計画マスタープランの検証（随時）、都市計画図作成のための検討、都市計画区域見直しの検討（志度
地区鴨部川以東の編入等）、用途地域見直しの検討（オレンジタウン用途区域設定等）

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

・都市計画道路の見直しについて、関
係機関との最終調整、法手続きの完了
を行う。
・土地利用の計画について、都市計画
区域の変更や用途地域の見直し等へ
の検討を行なう。

・都市計画道路の見直しについては、
関係機関との協議が整い、8月に法的
手続きが完了した。
・さぬき市都市計画マスタープランに規
定されている実現化方策に基づき、県
が平成20・21年度に調査した都市計画
基礎調査を参考に都市計画区域の変
更や用途地域の見直し等の必要性に
ついて、検討を行う。

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

計画の進捗率（都市計画道路の変更）

0530800



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

％ 100 48 計画 実績

事業費 37,113 26,448

特定財源 30,200 20,240

一般財源 6,913 6,208

単位 計画（予測） 実績

件 6 6 計画 実績

事業費 69,250 61,415

特定財源 66,600 59,035

一般財源 2,650 2,380

単位 計画（予測） 実績

件 31 25 計画 実績

事業費 82,610 69,029

特定財源 77,200 64,200

一般財源 5,410 4,829

建設課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

道路改良件数

改善の方向性 事業実施の
方向性0530203

市道利用者
　市民生活における利便性、安全性などの向上を図るため、生活道路の
改良を計画的に進める。

事業費等の削減等により、完成が遅れ
ないよう低コストで効率を上げていく必
要がある。

今後も、安価で経済的な工法を検討
し、早期完成を図る。

事業名

継続する

道路橋梁新設改
良事業(市単独市
道整備事業)

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

建設課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

道路改良件数

改善の方向性 事業実施の
方向性0530202

市道利用者
　市民生活における利便性、安全性などの向上を図るため、生活道路の
改良を計画的に進める。

継続事業については、早期の完成を図
るため、費用の確保により効率を上げて
いく必要がある。

今後も、安価で経済的な工法を検討
し、早期完成を図る。

事業名

継続する

道路橋梁新設改
良事業(単独県費
補助市道整備事
業)

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

建設課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

市道東町隠谷線改良工事進捗率

改善の方向性 事業実施の
方向性0530201

市道利用者
　市民生活における利便性、安全性などの向上を図るため、生活道路の
改良を計画的に進める。

安価で経済的な工法を検討し、効率を
上げていく必要がある。

低コストで効率を上げ、早期完成を図り
たい。

事業名

継続する

道路橋梁新設改
良事業(市道東町
隠谷線)

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 88,400 78,575

特定財源 69,600 56,600

一般財源 18,800 21,975

単位 計画（予測） 実績

％ 計画 実績

事業費 30,000 98,427

特定財源 28,400 93,300

一般財源 1,600 5,127

単位 計画（予測） 実績

件数 3 2 計画 実績

事業費 9,191 8,503

特定財源 0 0

一般財源 9,191 8,503

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

梅川ポンプ場工事進捗率

0529801

事業実施の
方向性

重点的に継
続する

改善の方向性

市内の雨水排水施設には、老朽化によ
り排水能力が低下していたり、近年の異
常気象の象徴ともいえるゲリラ豪雨に対
応しきれない施設がいくつかあるため、
整備計画の策定が急務である。また、
ほとんどの雨水排水施設は、河川や海
岸に隣接しており、漁業者への影響を
考慮すると、工事施工時期が限定され
るので、年次計画を策定する際、十分
に注意する必要がある。

老朽化や排水能力不足の施設につい
ては、今後、安価で経済的な工法を検
討し、早急に改善に努めたい。

所管課

建設課

流域の市民
　大雨・台風等の災害の発生を防止するためにポンプ場を整備し、市民
の安全性の向上を図る。事業名

河川管理事業(ポ
ンプ場整備)

数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0527701 土地改良施設の受益

者
施設を良好な状態に保ち効率的な農業生産を図る

　財政状況の悪化のため、上位事業へ
の繰上対応を図る。
　土地改良事業のソフト事業により、既
存施設の維持管理・修繕を実施し、老
朽化の軽減及び、工事にかかるコストの
縮減を図る。

水門・排水機場の管理については周辺
住宅・民家に安心・安全を与えるもので
あり、施設の管理については特に配慮
が必要と考える。
　また、築造40数年経っている施設もあ
ることから、国の高率補助事業により部
分改修を行い、施設の延命を図ってい
くとともに、地域活性化に伴う臨時交付
金を活用して、施設延命整備計画を前
倒しし、早急に実施プロジェクトを立ち
上げる。

事業名

継続する

土地改良維持管
理事業(水門・排
水機場)

指標名
コスト（千円）

揚排水機施設の改修等工事件数

所管課

土地改良課
数値化できない成果

建設課
数値化できない成果

道路及び港湾・海岸施設の整備を図るために、県施行建設事業費の一部を負担
する。

所管課

指標名
コスト（千円）

改善の方向性 事業実施の
方向性0801000 市道利用者、港湾利用

者、港湾及び河川周辺
市民

　市民生活における利便性、安全性などの向上を図る

市民生活における利便性・安全性など
の向上を図るため、県道の改良、海岸・
港湾施設等の高潮対策などを計画的
に進める必要がある。

計画案を協議し、工法等を検討し、負
担金の削減に努めたい。

事業名

継続する

県施行負担金事
業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

件 1 1 計画 実績

事業費 15,000 9,800

特定財源 14,500 4,900

一般財源 500 4,900

単位 計画（予測） 実績

件 1 1 計画 実績

事業費 0 20,549

特定財源 0 20,548

一般財源 0 1

単位 計画（予測） 実績

件 2 0 計画 実績

事業費 0 7,192

特定財源 0 7,192

一般財源 0 0

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0526001

漁港施設利用者
水産物の生産、流通の拠点づくりを推進し、水産物の安定供給に資する
ため、漁場漁港施設を一体的に整備する。

　市内、１１漁港それぞれの関係者から
多種多様な要望が寄せられては来る
が、その大半が多額の工事費用を要す
る内容であるため、実施が容易でない。

　現在の財政状況では今後課題をクリ
アしていくことは困難であると思われる。

事業名

重点的に継
続する

水産基盤整備事
業(漁港整備)

指標名
コスト（千円）

単独県費補助事業実施件数

所管課

農林水産課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0902000 脇元漁港背後地及び

通行者
高波からの保護

　実施場所がノリの収穫場所であったた
め、工事着手がおくれた。これにより繰
越事業となったが、早期完成につとめ
る。

　台風時期までに事業を完了させる。

事業名

継続する

脇元漁港高波対
策事業(経済危機
対策臨時交付金)

指標名
コスト（千円）

脇元漁港高波対策工事

所管課

農林水産課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0902001

泊地区 高潮、大雨時の排水

　工事着手に向けて、関係者（自治会、
漁協、地権者等）と協議をすすめ、円滑
に事業が遂行出来るよう進める必要が
ある。

　高潮対策事業の早期完成を図る。

事業名

継続する

泊地区排水対策
事業(経済対策臨
時交付金)

指標名
コスト（千円）

泊地区排水対策工事

所管課

農林水産課
数値化できない成果



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

% 100 38 計画 実績

事業費 40,000 27,625

特定財源 30,000 26,116

一般財源 10,000 1,509

単位 計画（予測） 実績

％ 100 100 計画 実績

路線 1 1 事業費 96,535 94,976

特定財源 34,296 32,162

一般財源 62,239 62,814

単位 計画（予測） 実績

％ 67 61 計画 実績

事業費 51,500 48,161

特定財源 48,800 45,200

一般財源 2,700 2,961

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

全体計画に対する工事の進捗率

0527600

事業実施の
方向性

重点的に継
続する

改善の方向性

　用地交渉については、鋭意努力して
いるが、まだ１名の買収ができていない
ことから、今後も継続して最大限の努力
をする。

　東讃南部農道は、高松市、三木町、さ
ぬき市の2市１町につながる中山間農
道地域における交流幹線農道として位
置づけられ、同地域の活性化を図るた
めに香川県において改良工事が実施さ
れている。
　この事業は平成２４年度で終了とのこ
とから、全区間における買収もさぬき市
の1名を残すのみであり、このまま買収
協力が得られなければ、道路網がつな
がらないこととなり、広域的にも、さぬき
市にとっても、その損失は計り知れない
金額になることから、この1年間におい
て、最大限の努力をする。

所管課

土地改良課

受益を受ける農業者及
び市民

農業の基盤の強化を図る
事業名

土地改良整備事
業(県要望・事業
促進）

数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0529901 港湾周辺市民及び港

湾利用者
　近年の海面上昇に対応するために護岸の嵩上げを主とした対策を行
う。

今後の工事着手にあたり、関係機関
（漁業協同組合、電力、香川県等）との
協議に時間を要するため、早期に協議
を行い、工事着工できるように進める必
要がある。

高潮対策事業の早期完成を図ってい
く。

事業名

継続する

港湾整備事業

指標名
コスト（千円）

高潮対策事業進捗率

所管課

建設課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0525800 林業施設利用者及び

地域住民
森林の維持造成を通じて山地に起因する災害等から生命・財産を保全
するとともに、山間地域の生活基盤道の一端を担う。事業名

継続する

治山林道事業

指標名
コスト（千円）

林道開設事業進捗率

林道改良事業

所管課

農林水産課
数値化できない成果 利用者の増加、事故の減少



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

件 8 10 計画 実績

件 3 6 事業費 140,908 108,225

m 1750 1063 特定財源 127,195 96,860

件 16 21 一般財源 13,713 11,365

件 2 2

単位 計画（予測） 実績

％ 60 61.5 計画 実績

％ 43 42.87 事業費 299,900 282,708

特定財源 294,680 253,298

一般財源 5,220 29,410

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 204,600 202,919

特定財源 204,450 202,919

一般財源 150 0

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0527702 土地改良施設の受益

者
施設を良好な状態に保ち効率的な農業生産を図る

　上位事業または隣接同機能施設との
一体工事実施によるコスト削減。
　農業用施設整備による排水機場の適
正な維持管理。
　土地改良施設の新設及び改良につ
いては、特に老朽化による漏水などの
恐れがあるため池は補助事業を活用
し、積極的に改修する。

生産性の高い農業を推進していくため
に、かんがい排水施設やため池の整
備、農道整備などの生活基盤の整備を
計画性を持って進めていく。
特に、農業用施設のうち、ため池につ
いては、防災的側面も大きいため、安
心・安全という観点からも重点的に整備
を進めていく。また、大規模なため池に
ついては県営事業として推進していく。
なお、土地改良事業は環境に対して負
荷を与える面を有していることから事業
の施工にあたっては環境と調和した整
備を推進する。

事業名

重点的に継
続する

土地改良維持管
理事業(農道・た
め池、県要望)

指標名
コスト（千円）

用水路．農道等の改修等工事件数

ため池改修等工事件数

農道舗装の延長

所管課 用水路．農道等の改修等工事件数

土地改良課
ため池改修等工事件数

数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0531600

下水道を利用する市民
効率的かつ強固な管渠の布設、計画通りの完成を目指し、浸水被害の
軽減を行う。

本市の財政状況に見合った事業実施
を行っているため、目標年度に事業を
完了することは困難である。

財政に見合った事業を計画し、事業の
効率性を図り、経済比較と経費節減等
を行い、出来るだけ早く事業完了に努
めていきたい。

事業名

継続する

管渠築造及びポ
ンプ場建設事業
(特定環境保全公
共下水道整備含
む)

指標名
コスト（千円）

整備率

普及率（下水道事業指標）

所管課

下水道課
数値化できない成果 施工中の現場管理

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0531601

下水道を利用する市民
効率的かつ強固な管渠の布設、計画通りの完成を目指し、浸水被害の
軽減を行う。

水処理施設の機械・電気設備について
の専門的な知識を習得させるために、
㈶日本下水道事業団等への研修に参
加させる。

処理場施設改修や建設時の現場監理
監督については、施設の構造や機械・
電気設備等の専門的な知識が必要で
あり、各種研修会に参加させる。

事業名

継続する

管渠築造及びポ
ンプ場建設事業
(処理場建設事
業)

指標名
コスト（千円）

所管課

下水道課
数値化できない成果



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

基 115 93 計画 実績

事業費 68,316 44,359

特定財源 29,946 20,484

一般財源 38,370 23,875

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 640 585

特定財源 0 0

一般財源 640 585

単位 計画（予測） 実績

回 14 15 計画 実績

事業費 1,977 0

特定財源 0 0

一般財源 1,977 0

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0532100

浄化槽を利用する市民 効率的な浄化槽の設置により生活排水の処理を行う。

設置者に対して適正な維持管理を指導
する必要がある。

浄化槽設置事業は個人設置であり、設
置後の維持管理面について㈳香川県
浄化槽センターと連携を図り、公共用
水域の水質保全に努めていきたい。

事業名

継続する

浄化槽設置補助
事業

指標名
コスト（千円）

設置基数

所管課

下水道課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0510401

市民 公害を防ぎ、快適な環境をつくる。

　市内の利水の状況、工場・事業所等
の立地状況、汚濁の状況を考慮に入れ
測定箇所を選定する必要がある。

　　地域の開発状況等に応じて測定箇
所を選定し、水質汚濁防止に努める。

事業名

継続する

公害対策事業(水
質調査)

指標名
コスト（千円）

所管課

生活環境課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0534500

市民
水道事業の水質検査、財政状況の公表など市民に向け情報を開示す
る。

渇水の場合の情報提供について、マ
ニュアル化されていないため、マニュア
ルを作成したい。

今後、益々頻発が予想される渇水に対
して情報提供ののマニュアル化を図る。

事業名

継続する

情報公開業務

指標名
コスト（千円）

HP更新回数

所管課

水道課
数値化できない成果



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

千円 28250 12845 計画 実績

件 50 46 事業費 39,270 200,186

千円 11430 823 特定財源 38,000 140,247

千円 1033 399 一般財源 1,270 59,939

単位 計画（予測） 実績

ｍ 1210 1730 計画 実績

ｍ 480 333 事業費 158,610 111,388

ｍ 1470 785 特定財源 136,200 103,757

一般財源 22,410 7,631

単位 計画（予測） 実績

ｍ 700 1838 計画 実績

事業費 38,150 72,597

特定財源 38,100 69,322

一般財源 50 3,275

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0535000

水道を使用する市民
配水及び給水設備の建設改良を行い安全でおいしい水の安定供給を
行う。

下水道課、建設課、県等、他団体の工
事計画（長期計画）も考慮し、工事に無
駄がないよう計画を立て、老朽管の更
新をしていく。

重要度、緊急度の高い重要路線より順
次改良を行う。

事業名

重点的に継
続する

配水及び給水施
設建設改良事業

指標名
コスト（千円）

配水管改良工事延長

県道配水管改良工事延長

下水道工事に伴う配水管改良工事延長

所管課

水道課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0802100

水道を使用する市民
災害・渇水等により給水に影響が生じないよう、各地区間への連絡管を
整備し安定的な給水の供給を図る。

計画予定より早く連絡管の整備ができ
た。

プロジェクトの終了。

事業名

完了する

渇水対策事業

指標名
コスト（千円）

連絡管整備工事延長

所管課

水道課
数値化できない成果

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

水質検査に係るコスト

0534700

事業実施の
方向性

見直し(目
的・手法・効
率性)をする施設電気保守点検に係るコスト

浄水場の汚泥抜取に係るコスト

改善の方向性

　配水池、ポンプ場等施設数が多いた
め、統廃合を行う必要があるが、各配水
池を設置している高さの違い等により難
しい現状である。

給水量の減少に伴い、施設運用の効
率化を図り、経費の縮減に努める。

浄水場・ポンプ場等の修繕件数

所管課

水道課

水道を使用する市民
安全で安定的な水道水の供給のため適正な施設管理を行う。原水・浄
水・配水の水質検査、電気保守点検、浄水・配水設備の維持管理を行
なう｡事業名

水道施設維持管
理業務

数値化できない成果



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

％ 100 100 計画 実績

事業費 67,200 66,097

特定財源 66,200 62,153

一般財源 1,000 3,944

単位 計画（予測） 実績

箇所 20 25 計画 実績

事業費 15,100 14,929

特定財源 0 0

一般財源 15,100 14,929

単位 計画（予測） 実績

％ 100 100 計画 実績

事業費 104,422 100,993

特定財源 18,671 18,676

一般財源 85,751 82,317

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0802200

水道を使用する市民
原水取水及び浄水場の建設改良を行い安全でおいしい水の安定供給
をおこなう。

平砕水源地に紫外線処理施設が完成
したため、業務の計画は完了したが、今
後は施設の維持管理を徹底したい。

安心、安全な水道を維持するため、施
設管理の徹底を図る。

事業名

継続する

取水及び浄水場
建設改良事業

指標名
コスト（千円）

平砕水源地紫外線照射設備工事進捗率

所管課

水道課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0502100

受益を受ける市民
舗装等未整備箇所について改良工事を実施し、生活環境の向上を図
る。

　自治会等からの要望を集約し、事務
取扱要領に基づき実施しているところで
すが、今後もより経済性を考慮し事業を
進めていく必要がある。

　自治会要望による環境整備を実施す
るにあたり、経済効果、利用頻度、市内
全体の平等性等を考慮して実施する必
要がある。

事業名

継続する

生活環境整備事
業

指標名
コスト（千円）

施工箇所数

所管課

管財課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0530300

市道利用者
　市道を常時良好に保ち、一般交通に支障を及ぼさないよう路面修繕、
路肩修繕工事等の維持修繕を行う。

老朽化している橋梁について、耐震補
強を含めた整備計画の早期確立が必
要である。

全橋梁の長寿命化修繕計画策定を平
成２５年度までに完成させ、今後は、修
繕工事を実施していきたい。

事業名

継続する

道路橋梁維持管
理事業

指標名
コスト（千円）

工事進捗率

所管課

建設課
数値化できない成果 単価当たりコストの削減に努める



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 0 104,463

特定財源 0 99,923

一般財源 0 4,540

単位 計画（予測） 実績

％ 92 92.4 計画 実績

件 30 18 事業費 21,337 17,916

特定財源 21,337 17,400

一般財源 0 516

単位 計画（予測） 実績

% 70 70 計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

事務事業の意図 今後の課題

利用率

改善の方向性 事業実施の
方向性0530500

利用者等 利用者（特に市街地住民等）の駐車場を確保できる。

・近隣の施設の移転等により、利用者が
減少していることから、ＣＡＴＶ・広報誌
及びホームページ等を活用して利用促
進に努める。

継続する

事務事業コード 事務事業の対象

高齢化による利用停止や平成21年度よ
り銀行などの営業所移転のため利用者
が減ったが、近隣住民以外でも近くの
公共交通機関を利用して通勤する人も
いるので、前回同様、市民・利用者にＣ
ＡＴＶ・広報紙及びさぬき市ホームペー
ジで周知し、利用率の向上に努める。

事業名

津田中央駐車場
管理業務

所管課

指標名
コスト（千円）

都市計画課
数値化できない成果 使用料請求業務（納付書の作成及び発送）

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0901800

市道利用者
市民生活における利便性、安全性などの向上を図るため、生活道路の
改良を進める。

交付金事業が今後も継続的にあれば
整備等の進捗率が上がり目的達成が短
期間で完了することから、この事業の継
続を望む。

道路整備の早期完成を願い、交付金事
業の継続を望む。

事業名

継続する

地域活性化交付
金事業

指標名
コスト（千円）

所管課

建設課
数値化できない成果

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

住宅使用料等の収納率（現年度分）

0530100

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

老朽化の進んだ市営住宅の除却するこ
とにより、管理戸数を削減し、大規模修
繕に重点を置く必要がある。

・老朽化が進んでいる住宅(耐用年数経
過)については、除却を進め跡地を用途
廃止を行い財産移管をし、土地の有効
利用に努める。
・大規模修繕を行うに当って長寿命化
計画が必要となることから、県及び他市
町を参考にして計画を策定する。
・使用料の収納率の向上に努めるととも
に、滞納整理についても促進する。

滞納（過年度分）解消した件数

所管課

都市計画課

市営住宅入居者及び
入居希望者

　市営住宅の入退去に際し、適正な事務を図る。また住宅使用料等の収
納率の向上を目指す。事業名

市営住宅管理事
業

数値化できない成果 日常生活の安全性、快適性等に関する適切な水準を確保すること



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 115000 105877 計画 実績

千円 16720 12365 事業費 76,910 75,442

千円 1872 1872 特定財源 32,308 26,673

一般財源 44,602 48,769

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

単位 計画（予測） 実績

件 15 9 計画 実績

件 8 12 事業費 0 0

件 3 5 特定財源 0 0

件 16 8 一般財源 0 0

件 1 0

事業実施の
方向性0530400 バス利用者等及び利用

者以外の市民等

バス利用者の目的を達成し、かつ利用中の安全性・快適性を享受することができ
る。自家用車の使用を控えることで、交通渋滞の緩和、大気汚染の軽減を図るこ
とにつながり、さぬき市全体の環境保全に寄与する。

・運行経費削減のため休日等に利用者
が減少している路線(志度多和線を除
く)について、平成21年10月から試行的
に運休した。
・さぬき市公共交通検討協議会を立上
げさぬき市の公共交通空白地域の利便
性と利用率の向上を図るための適正な
公共交通構築について検討する。

継続する

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

コスト（千円）
利用者数

改善の方向性

バス車体広告料

所管課

指標名

事務事業の意図 今後の課題

都市計画課
数値化できない成果 苦情処理

社会環境の変化に応じて、市内の公共
交通を包括したより効果的・効率的な公
共交通の仕組みが求められている。

事業名

コミュニティバス
運行事業 利用料金（運賃収入等）

改善の方向性 事業実施の
方向性0530700

当該路線等の利用者
現状の当該公共交通機関を維持、又は活性化することで、利用者の利
便性を確保できる。

　高松引田線の利用促進に努める。
継続する

事務事業コード 事務事業の対象

　高松引田線の利用促進に努める。

事業名

公共交通機関支
援事業

所管課

指標名
コスト（千円）

都市計画課
数値化できない成果 公共交通機関（大川自動車㈱）を支援することによる利用者の利便性の確保

事業実施の
方向性0530900

許可申請者等
申請者等が、法令等に適合した開発許可等を受けることで、当該開発等
の着手が可能となる。

・許認可申請事務について、都市計画
マスタープランの示されている土地利
用の方針に添った土地利用等が図れる
よう指導・助言する。

継続する

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

コスト（千円）
開発行為に伴う許可書・証明書の発行業務

改善の方向性

開発許可審査業務

所管課 宅地開発指導要綱に基づく審査調整業務

指標名

都市計画課
優良宅地審査認定業務

数値化できない成果 開発後の残地管理業務

特になし

事業名

都市計画関連事
業（許可等申請
業務・その他業
務）

用途地域証明業務



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

％ 90 90 計画 実績

人 3500 3388 事業費 4,417 4,425

％ 50 30 特定財源 1,226 188

一般財源 3,191 4,237

単位 計画（予測） 実績

％ 90 90 計画 実績

千人 78 69 事業費 1,473 1,421

特定財源 270 226

一般財源 1,203 1,195

単位 計画（予測） 実績

％ 50 49 計画 実績

事業費 268 233

特定財源 268 233

一般財源 0 0

事務事業の意図 今後の課題

利用状況（駐輪台数等）

改善の方向性 事業実施の
方向性0531100 ＪＲ・琴電志度駅関連施

設利用者及び周辺住
民

公共交通機関ＪＲ・琴電志度駅利用者が、安全・快適性を享受できるとと
もに利用促進を図る。また、周辺地域の快適な住環境が確保できる。

・施設建設から年数が経過して修繕等
が増えているが、ＪＲ関連施設を利用す
る市民等が快適に利用できるよう維持
管理に努める。

継続する

事務事業コード 事務事業の対象

駅舎設置後１２年経過し、予防保全の
ための部材交換が順次発生されるた
め、交換時の利用者への支障を最小限
に抑えるよう努めていきたい。

事業名

ＪＲ駅関連施設管
理事業 利用状況（公共交通利用者等）

利用状況（駐車場台数）

所管課

指標名
コスト（千円）

都市計画課
数値化できない成果

自由通路・駐輪場清掃・管理業務、自由通路防犯管理、エレベーター・浄化槽・
消防設備管理業務、放置自転車撤去作業

事業実施の
方向性0531300 当該駐車場利用者・周

辺住民
利用者が、安全・快適性を享受できるとともに、利用促進を図る。また、
周辺地域の快適な住環境が確保できる。

利用者に快適かつ安心して利用しても
らうため、放置自転車をはじめ目的外駐
車を無くすために巡視など引き続き取り
組む。

・放置自転車等の撤去を行うとともに、
目的外駐車の取り締まりを行い、駐車
場を利用する市民等が安心して快適に
利用できるよう適正な維持管理に努め
る。

事業名

継続する

事務事業コード 事務事業の対象

コスト（千円）
駐車場利用率（志度）

改善の方向性事務事業の意図 今後の課題

高速志度ﾊﾞｽｽﾄｯﾌﾟ乗降者数

所管課

バスストップ駐車
場管理業務

指標名

都市計画課
数値化できない成果 自動販売機設置業務

所管課

都市計画課

公共交通機関を利用
するため、当該駐車場
に駐車する利用者

マイカー利用者の公共交通機関への転換を促進し、交通渋滞の緩和、
大気汚染の軽減を図る。事業名

パーク・アンドライ
ド駐車場管理事
業

数値化できない成果
許可証発行業務（許可証の作成・発行）、使用料納付書発送業務（納付書の作
成・発送）、苦情処理

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

平成２１年度に民間のパーク・アンド・ラ
イド駐車場が営業を開始した。市営と比
して使用料等は同等であるが、立地条
件において優れている。市営から民間
の駐車場に借り換えした方も相当数あ
ると考えられる。市営としては、民間で
収容しきれない部分について受け入れ
をしつつ利用率を維持し、市営駐車場
付近の迷惑駐車の防止を引き続き行っ
ていく。

・琴電駅周辺にパーク・アンド・ライドが
整備されたことや厳しい雇用情勢等に
より利用率が低下していることから、ＣＡ
ＴＶ・広報誌及びホームページ等での
周知を行い利用率向上に努める。ま
た、不法駐車の取り締まりについても、
引続き行う。

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

利用率

0531400



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

％ 84 81 計画 実績

　 事業費 297,388 277,004

特定財源 270,249 253,234

一般財源 27,139 23,770

単位 計画（予測） 実績

％ 91 91 計画 実績

事業費 49,898 49,404

特定財源 32,800 27,616

一般財源 17,098 21,788

単位 計画（予測） 実績

％ 68 61 計画 実績

事業費 12,983 13,784

特定財源 8,970 7,780

一般財源 4,013 6,004

下水道課
数値化できない成果 維持管理は未来永劫続くもので目標値・目標年度を設定することは難しい

所管課

指標名
コスト（千円）

水洗化率

改善の方向性 事業実施の
方向性0532000

下水道を利用する市民
不具合なく下水道機能を維持できるように管渠等の修繕を確保する。
処理水の適正な水質管理を確保する。
普及率の向上に努める。

普及率の向上と適正な維持管理に努
める必要がある。

普及率の向上に向け、受益世帯に積極
的な啓発活動を実施し、水洗化率の向
上を図っていきたい。

事業名

継続する

下水道施設等維
持管理業務（漁
集）

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

下水道課
数値化できない成果 維持管理は未来永劫続くもので目標値・目標年度を設定することは難しい

所管課

指標名
コスト（千円）

水洗化率

改善の方向性 事業実施の
方向性0531800

下水道を利用する市民
不具合なく下水道機能を維持できるように管渠等の修繕を確保する。
処理水の適正な水質管理を確保する。
普及率の向上に努める。

普及率の向上と適正な維持管理に努
める必要がある。

普及率の向上に向け、受益世帯に積極
的な啓発活動を実施し、水洗化率の向
上を図っていきたい。

事業名

継続する

下水道施設等維
持管理業務（農
集）

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

下水道課
数値化できない成果 維持管理は未来永劫続くもので目標値・目標年度を設定することは難しい。

　

所管課

指標名
コスト（千円）

水洗化率

改善の方向性 事業実施の
方向性0531700

下水道を利用する市民
不具合なく下水道機能を維持できるように管渠等の修繕を確保する。
処理水の適正な水質管理を確保する。
普及率の向上に努める。

普及率の向上と適正な維持管理に努
める必要がある。

・ポンプ場施設・処理場施設の効率的
な維持管理システムの構築を図ってい
きたい。
・普及率・水洗化率の向上及び公共用
水域の水質保全に努めていきたい。

事業名

継続する

下水道施設等維
持管理業務

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

件 2 1 計画 実績

事業費 2,550 2,964

特定財源 471 471

一般財源 2,079 2,493

単位 計画（予測） 実績

件 128000 126156 計画 実績

件 7800 7140 事業費 50,194 34,276

円 187 188 特定財源 0 0

％ 97 98 一般財源 50,194 34,276

単位 計画（予測） 実績

件 1848 1849 計画 実績

回 383 383 事業費 19,295 17,144

回 12 12 特定財源 15,013 14,327

件 50 88 一般財源 4,282 2,817

事務事業の意図 今後の課題

漁港施設の維持管理工事件数

改善の方向性 事業実施の
方向性0525400

漁港施設利用者
漁港区域内における漁港施設の維持、保全並びに施設利用について
適切な管理運営を図る。

　測量・調査を実施し、登記事務に着手
する。 継続する

事務事業コード 事務事業の対象

　埋立事業完了後、未登記のままであ
る土地において、関係機関と協議しな
がら登記事務を進める必要がある。

事業名

漁港管理事業

所管課

指標名
コスト（千円）

農林水産課
数値化できない成果 事業による事故の減少及び利用者の増加

事業実施の
方向性0534200

水道を使用する市民 水道使用料を徴収し水道事業に充てる。 ・検針業務について、急に検針ができ
なくなった場合の検針業務の対応が難
しい。
・検針員の高齢化（平均６６歳）が進み、
検針中の怪我、誤検針などが心配され
る。定年制も考えられるが、長年培った
検針業務の知識（メーター位置、使用
者の状況など）が豊富であるため、継続
して検針をしている。
・滞納整理業務について、一連の流れ
を確立したが、滞納常習者には、それ
以外にも積極的にアプローチをし、納
付してもらうよう努める。

滞納整理の徹底を図り、未収金解消に
努める。

事業名

重点的に継
続する

事務事業コード 事務事業の対象

コスト（千円）
検針業務、検針件数

改善の方向性事務事業の意図 今後の課題

使用料督促

1立方米当たりコスト

所管課 水道使用料の徴収率（現年）

水道料金業務

指標名

水道課
数値化できない成果

自由通路・駐輪場清掃・管理業務、自由通路防犯管理、エレベーター・浄化槽・
消防設備管理業務、放置自転車撤去作業

事業実施の
方向性0534600

事業名

継続する

簡易水道事業

事務事業コード 今後の課題 改善の方向性

水道を使用する市民 多和、前山の一部及び三木中山の一部を対象とした水道給水事業

　料金の値上げ及び企業債の繰り上げ
償還を実施したが、給水人口の減少等
により、有収水量も減少を続けているた
め、収支については大きく改善するまで
には至っていいない。

　機械設備については、設置以来２０年
を経過しており、性能の劣化、故障等の
可能性があるため、順次更新していく必
要がある。

施設の老朽化に伴い、経費の増大が予
測され、給水収益も減少を続けている
ため、経費の削減を図る。

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名
コスト（千円）

検針件数

水道課
数値化できない成果 自動販売機設置業務

水質検査回数

電気保守点検回数

所管課 使用料督促



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

％ 100 99.6 計画 実績

事業費 901,441 868,483

特定財源 901,441 851,465

一般財源 0 17,018所管課

総務課

給付用件に該当する市
民

適正に給付する
事業名

定額給付金給付
事業

数値化できない成果

事業実施の
方向性

完了する

改善の方向性

事業終了 事業終了

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

給付率（金額ベース）

0804000


